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相模湾の底魚漁場調査

杉浦暁裕・Ｉ　 江川公明 ゛2

1984 年５月と６月lご底魚とその漁場を観察するため「しんかい2000 」を利

用して相峡湾に潜航した。

濶航地点は城ヶ鳥南西沖【北緯35 ’07’ 東経139*34' 水源５７０～ 】００ｓ ）

と初鳥南東沖（齔紬35‘01 ‘ 東鰹１３９･ １２’ 水深1.130～100m) である。潜

航回数は延４回であった。

海底では。カサゴ，ヱピ。ガニ鷦等，底生水産勦物の生息状況や天然●（天然魚

●）を観察した。また，オキナエピス，シロウ９ガイ碍の観本を採取した。

Reseacb  of Bottom-fishing Grounds  in Sag&mi Bay

Akihiro  Sugiura*9

Kimiaki  Egawa*3

On  two  occasions in May  and  June  19S4,  submerged  researches by

"SHINKAi  2000"  were made  to conduct  observation of bottom  fishes and

theij habitats in Sagami  Bay.

The  points submerged  were south-west offing of Jogashima Is.(35e07 N,

US °34E, 570*100m  in depth)  and south-east offing of Ha (sushi ma Is. (3$9

01N,  139 °)2E, 1,130-100m  in depth). Total  number  of the submergence

were  four. Conditions  of habitats of bottom  marine  lives such as Rock  fishes,

Lobsters, Crabs, etc. and  conditions  of natural reefs (piscatory reefs) was

under  observation. Also,  samples of Mikadotrochus, Calypto&M,  etc. were

collected.
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1. は じ め に

神奈川県沿岸では，中小型魚船によって， キン

メダイ， ムッ等を対象|こした底魚杓漁業が操業さ

れている。当水試において も，従来よりこれらの

底魚類の調査を行ってきたが，漁場を直接観察す

ることはできなかった。

今回，「しんかい2000 」に乗船の機会を得た

ので，沿岸漁場において底魚の分布や行助と海底

地形， 海況等の関係を観察し，底魚の生態を把握

することを目的として銅査を行った。

なお，本文を進めるにあたり，海底観察の機会

を頂いたことを始め，いろいろとお世話を頂いた

海洋科学技術セ;／ターの皆様に心から感謝を申し

上げる。

2. 方　　 法

調査海域は相模湾東部および丙部のキンメダイ。

ムッ漁場を含む大陸棚斜面を選んだ。 相模湾東部

では，1984 年５月23,  24 日に城ヶ島南西沖の

海底を調査した。この地点は通称「カド沖」と呼

ばれる底魚漁場である。相模湾西部では，６月４．

５日に初島南東沖の梅底を調査した（図１）。

調査は，海洋科学技術セン ターの 潜水調査船

rしんかい2000JI こより,大陸棚斜面の海底に沿い。

深部から浅部|こ向ってほぽ直線上|こ航走し，その

問調査貝が日視により観察を行った。飼査地点の

水深は表１のとおりである。

3. 輪　　 杲

3.1　 城ヶ島南西沖

調査地点のうち，水庫５７０～５００ｓ付近の海底

は，なだらかな斜面が続き，底質は泥で，岩や根

など|よ見なかった。 泥には直径？～８ａ の穴が多

数関いており，穴|ては大型のクモヒトデが生息し

ていた。そのほか。ヒlヽ デやカ･1メソも多かった。

魚類では，／ヽダカイワシ，アナゴ，ソコダラ，

チゴダラ， ギンザメの顛が多かったが， 群れをつ

くっていた魚はハダカ４ワシ類だけであった。

水原500 ～20011 付近は,岩肌が黨山 した急斜

面が続いた。この斜面ではカサゴ科の魚がl］1てつ

いたが，その中ではユメカサゴが多く，ユメカサ

ゴは岩棚の下にいることが多かった（写真｜）。

また，この付近ではアカザエピが観察できたが，

生息密度は高くなかった。アカザエビは比較的傾

図１　潜 航 位 置

Diving course
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表１　底魚漁場調轟の概要

Summary of observed locations and  periods

（注） 本轍告で川いる水源は「しんかい2000 亅 のＳＴＤにより測定したもの

斜の纖い泥の斜面や岩の問の小さな斜iiの上にお

り，その多くは泥の上にいたが，中Ｒ:は泥の穴か

ら頭を山しているものもあった（写真２）。

水深200m 付近から再び 緩やかな斜面1てなった。

底質は砂に変り，ところどころに岩が霓出してい

た。

魚鏑ではトゴフトメパル，ウマヅラハギ，カサ

ゴ等が見られ，その他大型のガニ（オオホモラ）。

人型のウニ（ヤワラウニ科），大型のナマコ，カ

４メン類。 腔腸 動物が見られた。 オオホモラに

ついては，第５脚で 石サンゴのような動物を背中

|こ抱える性貿があることを観察した。水深100 ・

付近では，オキナエビス顛かいくつか見られた。

潜航畤の水深，水岨の変化は，図２のとおりで

ある。

3.2　 初 島 爾 東 沖

この調査地点は， 城ヶ島沖の調査地点に比べ，

全体的になだらかな斜ｉ が多かった。

水深1.100 ～800 ・付近は黒っぽい泥が堆積し

ており，たま|こは泥をかぷった岩もあった。水の

流れはほとんど鯛かった。

魚類は少なく，ソコダラ，カサゴの類を時々見

たほかラブカを一度見た。底値生物ではシロウリ

ガイが多か･。た。この貝は所々|こ大きな鳥のよう

|こ集っており，大部分は死んだ貝殻であったが，

生きた貝も見られた。また，多くはなかったがツ

ブエソイパラガニと思われるガニが生息していた

（写真３）。 これらの貝，ガニと もに薄く泥が推

積していた。このほか，ところどころに環形動物

を見た。この環形動物は大型の檮管をもち，１０～

１００個体の群れになっていた。たまには大型のイ

ソギンチャクもいた。

水深800 ～700m では梅底の傾斜がかなり急に

なり流れも速くなった。生物相ではシロウリガイ。

ツブエソイバラガニが見られなくな･，た。

水深600 ～500m 付近で傾斜は再び緩やかにな

ったが，海厩の起状は大きくなった。生物はいく

らか増え， オーストンフクロウニが特に多かった。

灰色の大型のナマコも出てきた。魚類は，ソコダ

ラ，カサゴの類が続いていた。

水深300 ～100 皿では海底はなだらかな斜面で。

底質は砂になった。魚頬は， アカグツ，ノコギリ

ザメ， カスザメ，ユメカサゴなどが見られた。ア

カザエビも見られたが，城ヶ鳥沖よりも少なかっ

た。

水深230m 付近でタカアシガエが多数見られた。

タカアシガニは，ほぼ５～１０ ｍの間隔をおいて

生息していたが，最も密にいたところでは， ７～

８ｍ四方の中に５～６尾を数えることができた。

このガニの動きは一般に鈍かった が，そのうちの

一匹は「しんかい2000 亅 に対して逃避行助をと

った。しかしこれを追跡してみたところ， １０ ～

１５ｍ ほど逃避したあと疲労のためか止まってし

まった。
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１９８４．5. ２３

ｊ０７ Dive

1984.5.24

108 Dive

１９８４ ． ６ ．４

】】４ Dive

1984. 6. 5

115 Dive

図２　水深及び水温

Change of depth and water

temperature in Submergence
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水深凵ｓｍＨ近に岩か５個１ ９で人然礁になｰ，

ていた． 岩の表lfliに!UI キのような.1牧日かぴっ

しり付いているほか， イソギンチャク． ウミユり

なと も付いていた．岩のllや１わりにはカサゴ，

フ ズマハナダ４，ｙカイサキ．トコI ･y トメパル．

ヒシタ洌， ナヌカサメなどか!ISま-Jていた．

場 介は， 漁業 ぶ･との辿携を とるなと･調剤 こ| ，

人か必要であ る。

g21　ff 用魚秤で最も多か｡ たのSt カ サゴ類てあ

･ﾘﾆ 。 生息密|甕は9t い が，潜航巾どこで も腿

るこ とかで きた。

魚 愬以外の･f･II川秤では，','カザエヒ'のほか

人型の ガニ闥かいた。 ガニ顋は薄い1唄1 をつ

くっているように11 うけられ た。

しか し漁徒 対象にすれば 枯渇する恐 れが強

いと恵 われる。

133　 そのほか。 人然礁 や深向 生物について心丿映

像,;1!録をとることがで きた。 オキナJ. tこ･Ｘや

シ1コウリカイ３･につい て標 本を 採収 したか。

これには別途 専門凍による研究がな|えられた ，

７ １

4. ま　と　め

|||　本調介では， 特にキンメ， ム･ｙの観察を狙っ

ていたか，|･il魚はl j114､Ｑることができなかっ

た，lll!111とＬでは，

｜， 潜航地点Sこ魚かいなかった.

||， 魚が「しんかい2000 」を避けた，

|||． 魚の遵泳層のドを漸航した．

などが考えられる．今後．同魚の観察をする

町 貞 ｜　 岩 棚 の ドの ユメカ･ タゴ

Ifeftc∂ienas ｌｌｎ ;| 「 。（kcr ｅｖlce
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町C12　 穴から頭を出 してい るアカザ.Ｉピ

.･Ｖｆ拗 即μ ｐｅｃ卩ｎｇ 叭111r ｏｍ ａ hole

町貞３　シ1コウりガイの貝般のllを歩く
ツブＪ-ｿ４バラカニ

Xjμladfj crawling  < n de<id shel Is

（Ｃα/夕μ叨ａ∂Ｊ

JAMSTECTR DEEPSEA ＲＥＳＥＡＲＣＨ （１卵5）
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